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日本発生生物学会第 12 期会長および 運営委員選挙結果 

1990 年 10 月 8 日および 11 月 19 日に上智大学生命科学研究所にて 開票を行 い ，以下のように 決ま 

りました。 

第二次会長選挙の 結果 

会 長 : 江 口 吾 朗 

( 次点 : 平本 幸男 )   

運営委員選挙の 結果 C50 音順 ) 

運営委員 :  浅 島 誠 

天 野 實 

片 桐 千 明 

近 藤 詩 人 
  

塩 川 光一郎   鴫田 ， 拓 ，     
何 市 雅 俊   

中 世 震 天 

長 浜 嘉 章 

  東 中川， 徹 

安 堵 郁 夫   

山 上 健次郎 

山 名 清 隆 

米 田 満 樹 

( 次点 : 井出 宏之 ) 

以 上 

選挙管理委員長 : 山 上 健次郎 

選挙管理委員 : 弁 円 一 郎 

同     吉 田 昭 広 
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江 口 吾 朗   
この度，日本発生生物学会会長に 選任されました。 全く望外のことであ り，すでに 1,000 名に近 

い会員を擁する 学会の長としての 資質に欠ける 私にとりましては ，その責任の 大きさが計り 難く ， 

当惑を禁じ 得 ません。 しかし，会員の 選挙によって 選出されました 以上，私に期待をが 寄せ下さ 

った会員の皆さんに 心から感謝申し 上げると共に ，本学会の発展のために 大きなご努力を 傾注さ 

れた安堵郁夫会長はじめ 諸先達の足跡を 汚すことなきよう ，微力を尽す 覚悟を決めました。 

本学会は実験形態学会を 母体とし，当時日本では 唯一の発生学領域国際学術 誌 "Embryologia" 

の発行組織であ りました目木発生学協会の 参画を得て，昭和 43 午に発足したと 記憶してい，ます。 
第一回大会が 東京で開催されました 折に，総会議長をつとめ ，学会の将来について 若い方々から 

熱の籠った提言がきわめて 活発になされたことが ， 今 ，改めて思い 出されます。 口 0 年を一期と 

して学会の在り 方を見直す コ といった，学会としてはあ まり他に例のない 規定が会則に 盛り込ま 

れましたのも ，本学会を常に 活き 活 ぎと保ちたいと 願った，当時のわが 国の発生研究者の 証しで 

あ ろうかと存じます。 事実，本学会では ， この ょう な精神が大会運営にも 活かされ，大会を 可能 

な 限り実質的な 研究交流の場にすべき 努力がなされてぎたと 存じます。 また， 木 会の機関誌でも 

あ ります "Development,GrowthandDifferentiation" の質的向上に ，歴代の編集主幹はもと 

より編集委員が 鋭意努力してこられました。 しかし，二方では ，会員の増加，つまり ，組織が大 

きくなるにしたがって ，財政上の間頭をはじめ ，克服さるべきさまざまな 課題をかかえているこ 

とを認めざるを 得 ません。 

そもそも，今さら 言を新にするまでもなく ，学会 は 研究者の組織であ ります。 一方，人間の 組 

織は，それが 何を目的とするものであ れ，一般 忙 。 しだいに保守化するもののよ 5 であ ります。 

研究者はもとより 人間であ りますから，学会にも 上の原則が当てはまり ，研究の動向そのものは 

時々刻々変容を 遂げて行くのに ，それを業とする 研究者の組織は ，一度定着するとフレキシビリ 

      一 を失って硬直化して 行く よう です。 これは大いなる 矛盾であ ります。 硬直化した学会は 魅 

力を失い，気鋭の 若者達を惹きつげることはでぎません。 

発生生物学会が 現在どんな状態になっているかについては ，会員各位が 最も良くご存知ではな 

いかと考えます。 私の一番の願いは ，発生生物学会を 名実共に発生研究者の 実質的集団として ， 

常に活力を維持することであ ります。 それには，会員の 皆さん一人一人の 積極的なご協力とご 助 

力 が何よりの力となります。 科学研究費枠の 獲得，財政の 健全化，学会機関誌の 質的向上等々 ， 

今後，真剣に 取り組んでいかねばならない 学会としての 課題は山積しております。 これらの課題 

が簡単に片付くものでないことは 自明であ りますが，会員各位のご 助力によって ， 木 会設立当初 

の 心根を忘れることなく ， 私あ 在任中に木会の 活力を少しでも 向上し，それに 寄与できることを 

願って止みません。 

最後に，開かれた 学会であ るという本学会の 長所を最大限に 活かしていただ ぎ ，学会の健全な 

発展のために ，会員各位が 常日頃 積極的にご提言下さることを 切に望みます。 
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長らくお世話になりました     
    

安 増 郁 夫 
  

日本発生生物学会会員の 皆様のご支援， ご 協力で会長を 2 期 4 午にわたって 任期満了まで 無事 

つとめさせていただき ，心から感謝しております。 同時に，会長としての 責任を必ずしも 果せな 

か つ たことを会員の 皆様にお詫びしなければならないと 思っています。 会長として解決すべきこ 

との第一は，、 学会の財政危機であ り，それが始まって 現在に至る 6 年間は何とか 危機をすりめげ 

ることができたのではあ りますが，学会財政が 深刻な状況であ ることは改善されておりません。 ， 

このことは， 6 年前にはじまったドル 安に伴う DGn の海外頒布による 収入の極端な 減少が原因 

であ り，この間に 行なったさまざまな 方策 怯 残俳ながら危機の 解消の有効な 手段とはなり 得 ませ 

んでした。 会員の皆様に 深くお詫びしなければなりません。 

この 財窩 危機にあ たって，運営委員の 皆様とともに 積極策，即ち DGD 頒布教を増； n させる努 
力 を行な   う ことを決定しました。 DGD を権 威あ る超一流 誌 に向かって発展させ ，頒布数を増加 

させようという 試みです。 日本発生生物学会会員の 皆様の優れた 研究を DGD に採録出来れば ， 

必ずこの試みは 成功すると考えます。 そのため，発生生物学会の 運営に携わるものとしては ，そ 

の 容器としての nGn の体裁を変更し ，論文著者の 負担を軽減することを 試みました。 この間 ， 

旧 編集主幹米田先生， 旧 編集幹事加藤先生に 多大な負担をお 掛 げいたしま レた 。 両 先生の努力で 
多くの改革が 成功いたしましたことを 深く感謝いたします。 このことの学会財政への 貢献はまだ 

明らかではあ りませんが，会員皆様のご 協力で何らかの 成果を生むものと 期待しております。 会 

員の皆様から DGD 基金に 御 寄付を戴いており ，感謝しております。 このことは，決して 無駄に 

はならないと 確信しております。 
    

DGD が国際的一流 話 に育っことは ，勿論学会財政の 危機の解消のためだけではないと 考えま 

す 。 DGD 発行 め 母体であ る日本発生生物学会にとって ， DGD が世界に誇り 得る雑誌になるこ 

とは極めて喜ばしいことであ るのは当然です。 一方，この D 。 GD の体裁の改革は 誇張して言えば ， 

DGD の生存をかけた 努力でも奔りました。 キ在 発生生物学は 注目される学問分野の 一つであ り， 
関連する雑誌が 多く出版されるよ 5 になっています。 従って，この 分野での競争は 激しくなって 

おります。 このような状況下でこれまでの 会員の皆様の DGD への多大なご 協力と， 現 編集主幹 

片桐先生，編集幹事嶋田先生の 御努力に心から 感謝いたします。 L かし，この改革は 将来の発展   
を多少なりとも 支持することが 期待できるとしても ，日本発生生物学命の 財政危機は現在すぐに 

解消するものではないことは 言 う までもあ りません。 そして財政危機が 今後数年続いたならば ， 

同本発生生物学会 は 二つの転機を 迎えるかもしれません ，このような 状況春次期会長であ る江口 

先生に引き継ぎ ， 重い負担をお 掛 げすることを 誠に申しわげなく 思っております。 

  口布発生生物学会の 運営にあ たる会長，運営委員会，事務局と 会員皆様との 接点は，勿論 D 

GD 刊行だけではなく ，大会開催やイソフォメーシ " ン ・サーキュラ 一の発刊があ ります。 この 
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ような困難 校 時期に財政問題などの 雑多な仕事を 遂行し，学会を 支えて下さり ，魅力的なサーキ 

ュラ ーな 刊行して下さった 事務局，前幹事長束中川先生，庶務幹事北村先生，会計幹事加藤先生， 

現 幹事長塩川先生，庶務幹事深町先生，会計幹事武田先生に 心から感謝いたします。 そして， 毎 

年の大会も DGD と大会での報告の 内容の乖離を 嘆く声が出るほどの 極めて高いレベルの 研究成 

果が報告され ，成功をおさめております。 開催を実行して 下さいました 各機関の皆様，そしてそ 

れを支持し参加して 下さいました 会員の皆様に 深く感謝しております。 日本発生生物学会は 現在 

財政危機のさなかではあ りますが，活性の 高い学会であ り，江口先生のようなすぐれた 研究者が 

会長になられることは ，本学会の今後の 発展を保証するものと 考えます。 今後の発生生物学会の 

発展仁一会員として 努力したいと 思っております。 

日本発生生物学会第 24 回大会のお知らせ 

日本発生生物学会第 24 回大会準備委員会 

委員長 安 堵 郁 夫 

第 24 回日本発生生物学会大会は ， 1990 年末に完成が 予定されている 早稲田大学・ 学術情報 セソ 

タ 一で 1991 年 5 月 23 日～ 25 日に開催されることになりました。 この期間は準備委員会が 第一希望 

として申し込んだものでしたが ，多くの集会が 申し込まれていることを 考慮すると，この 期間に 

発生生物学会大会を 開催することは 不可能であ り，第二希望の 期間に確実に 会場を用いることが 

出来ると判断しておりました。 しかし，早稲田大学の 関係各位の御厚意によって ，例年の発生生 

初学会大会とほとんど 同じ時期に会場の 使用が可能になりました。 会期の決定が 遅れ，しかも 我 

々が予期していた 時期より早まることになってしまい ，皆様に多大なご 迷惑をお 掛 げすることに 

なったことを 心からお詫びいたします。 このよ 5 な 不手際をお許しくださることをお 願いすると 

同時に，皆様のご 参加を心からお 待ちいたします。 

1)  期日 : 1991 年 5 月 23 日 ( 木 )  対日 ( 金 )  25 日 ( 土 ) 

2)  会場 : 早稲田大学，学術情報センター・ 国際会議場 

JR 高田馬場駅から 早稲田大学行 ( 学 バス ) 西早稲田下草徒歩約 4 分 

都電荒川線早稲田終点徒歩 3 分 

3)  参加申込み 

①同封の参加申込書に 必要事項を記入して ， 1991 年 3 月 23 日 ( 土 ) ( 当日消印有効 ) 迄にお 中 
込みください。 

②申込み 先 : 〒 169 東京都新宿区西早稲田Ⅰ 一 6 一工 

早稲田大学教育学部生物学教室 

日本発生生物学会第 24 回大会準備委員会 

⑨大会参加費     5,000 円 ( 学生・院生 4,000 円 ) 

大会参加費は 郵便局の定額小為替で ，指定受取人を 

東京都新宿区西早稲田 1 一 6 一 1  早稲田大学教育学都 生物学教室 

並 木 秀 男 

として参加申込書と 共に書留にてお 送りください。 

①懇親会を大会第 2 日目， 5 月 24 日に行ないます。 参加を御希望の 方は懇親会費 5000 円を大 

会参加費に加算してお 送りください。 会場の都合上，当日の 受付が出来ない 可能性があ り 
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ますので，参加御希望の 方は，出来るだ け 大会参加申込と 一緒にお申込みください。 よろ 

しくお願い致します。 

⑤同封の受取り 書の所定職に 名前及び必要事項を ，また表に郵便番号，住所及び 氏名を記入 

し ， 必ず切手を貼って 下さるようお 願いします。 

⑥問い合わせ 先 : 準備委員会 ( 安増 郁夫 03 一 3203 一 4141 府 3911) 
4) 研究発表 

①申込期限 : 1991 年 3 月 23 日 C 土 ) ( 当日消印有効 ) 
②本大会の研究発表は 口頭発表とポスター 展示の併用で 行ないます。 発表者はどちらかを 選 

訳 して申し込んで 下さい。 御希望の発表形式を 変えていただく 場合もあ りますのでご 了承 

ください。 その決定は準備委員会にお 任せください。 

③研究発表の 申込者は㈹同封の 参加申込書に 必要事項を記入し ， (2) 発表要旨と共に 書留でお 
送りください。 なお，連絡 書 にも筆頭発表者 ( 演者 ) 名を裏 面に，その連絡先を 表の宛名 

欄 に記入の上，必ず 切手を貼ってお 出しください。 研究発表は 1991 年度までの会費納入者 
に限ります。 連名で発表される 場合には筆頭発表者 ( 演者 ) が申し込んで 下さい。 それ以 

外の方は参加申し 込み書の所定の 欄に筆頭発表者 ( 演者 ) 名を記入して 下さい。 

④運営委員会の 決定により，今大会から 英文講演要旨を DGm に印刷することは 中止される 
ことになりました。 従って，英文講演要旨の 用紙は同封されておりません。 

⑤発表要旨の 原稿は，そのまま 写真印刷しますので 黒 インクで明瞭に 書いて下さい。 図表も 

印刷できます。 これまでと違って ，今大会から 発表要旨に英文のタイトル ，所属，氏名を 

追加することになりました。 発表要旨の日本語の 題名，氏名，所属の 下の原稿用紙の 升目 

を ，前後 4 つ づつ あ けて英文のタイトル ，所属，氏名を 御記入ください 0 下の記入例を 参 

照して下さい ) 。 打 数の制限はあ りませんが， 出来るだ け 5 行程度でお願いします。 この 

部分はこれまで 発表内容を御記入くださっていた 場所ですので ，この変更によって 発表 要 

旨 が短くなります。 申し訳あ りませんが御了承ください。 

  ⑥口頭発表 : 発表時間 15 分 ( 口頭発表 12 分，討論 3 分 ) 。 会場には 35 ㎜判 ( 外枠 SOx50 
㎜ ) スライドプロジェクター 1 台を用意します。 スライド枚数は 1 演題に 

つき lm 枚 以内とします。 16 ㎜フィルムの 映写機や他の 投影機の使用を 希望 

される方は車前に 大会準備委員会 ( 電話 :03-3203-4141  内線 3911) に御 
相談ください。 

ポスタ - 展示     " ネルサイズは 幅 120x180cm です。 形式は特に定めません。 パネルへの貼 

付用具 ( 両面接着 テ - プ等 ) は準備委員会で 用意いたします。 

5)  大会準備委員会では 宿泊のお世話は 致しません。 現在交通，宿泊のお 世話をお願いする 会 
社を選定中です。 4 月上旬頃 案内をお送り 致しますので ，希望者は各自申し 込んで下さい。 

く 発表要旨記入側 ) 

バ フンウニ Na+ 、 K4 Ⅰ ATP ア一ゼ ロ 鎖の cDNA のクローニンバ り 
光永敬子 1 、 羽瀬みどり 1 、 山崎 剣 1 、 山田一実 2 、 赤坂千治 2 、 嶋田 拓 2 、 
安堵郁夫 l ( 早大・教育・ 生物 l 、 広島大・ 理 ，分子遺伝 2)   
Cloni   g@ of@a@ cDNA@ encoding@Na ・ 1 ・ ， K@-ATPase@a-subunit@ in@ embryos 
of@ the@ sea@ urchin,@ Hemicentrotus@ pulcherrimus 
K. MITSUNAGA,, M. HATOH,, K. YAMAZAKI,, K. YAMADA2, 
K ， AKASAKA2.@ H ， SHIMADA2.@ AND@ I ， YASUMASU1.@ 'Dept ， of@ Bi0   ・ ， 
Sch ． of@ Educ ．， Waseda@ Univ ，， Tokyo@ 169 ， and@ "Zool ・ Inst ，， Fac   
of@ Sci ． ， Hiroshima@ Univ ， ， Hiroshima@ 730 ，   

Na+ 、 K+-ATP ア一 ゼは 0 鎖 と浮 鎖 02 種類のサブユニットからなり、 Na+ と Y@+ の 能動輸送をつか 
さどっ ているイオンポンプであ る。 近年、 脊椎動物を中心として、 両 サブユニットの cDNA と遺 
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「セントルイスでの 出来事 oAnnualmeetingofsoci0%yfo サ neu Ⅰ oscience 」 

一 條 裕 之 ( 京都府立医大，第二病理 ) 
    

今回幸運にも 成 浅海外出張援助基金の 助成を得て 1990 年北米神経科学協会学術集会に 出席し， 

発表することができた。 関係者の方々に 感謝するとともに ，その時の印象をまとめてみた。 

第 20 回 Aruitlal meeting of society for neuroscience は l0 月 28 日から n1 月 2 日にわたって 

セントルイスで 開かれた。 セソ トルイスでは 連日 30 。 C 近い陽気が続き ， 毎朝の ニュ - ス では 

"Indian summer" と呼んでいた。 

  学会でまず最初の 出来事は， 1 時間にわたる 行列だった。 学生非会員の 大会参加申込の 列は蛇 

行していつ終わるとも 知れない。 参加人数が多い 学会とは聞かされていたものの ，始めからそれ 

を実感することとなった。 それもそのはず p ビ 一には全参加者「 1 万 4 千人」と書かれているの 

だ。 見ずしらずの 人でも 皆 この行列で感じることは 同じと見えてやがてあ ちこちで雑談が 始まり   

私の横でも学生にはと                           年の頃 45 歳といった男性がしぎりとそわそわしていた。 聞 

くとアルゼ ソオソ から ポスドク として来ているがとても 学生には見えないだろうし ，かといって 

ポチドク なら学生扱いのほずだが 私のように年をとっていても 良いのだろうか ， と 言っていた。 

辛い彼は学生扱いとしてとても 安い参加賀で 抄録を受け取った。     
学会場の広さは 図抜けていて ，ポスタ - 会場では，遥か 向こう岸がかすんでいるばかりだった。 

そしてそのどこにも 人が満ちあ ふれている。 日本での発生生物学会では 大体いつも知合いに 出会 

って，おしゃべりをしたりするのだが ，なにぶんここはアメリカで ，友人も少なく 言葉も不自由   
夜プ p レス中継でジャイ ブソト 馬場が セソ トルイスのこのコソ ベソショソセソタ - で 試合をして 

いたのを見たことがあ る。 馬場はここで 戦 う ときに孤独感を 感じたのだろうかと 考えていた。 

かくして一週間たわ 荘 お学会が始まった。 神経発生生物学のセッシ ョソ を見て回った 中に印象 

に 残る出来事が 多くあ った。 その一つは，動的な 現象のリアルタイムの 観察とその分子メカニズ 

ムの 洞察にあ る。 M.E.Hatten らは，グリアの 上での ニ 。 - ロ ソ の運動を阻害する 抗体が 100 

kD の ニュ -p ン膜 蛋白を認識することをしめした。 培地に抗体 窩 加えると劇的に 運動が止ま 

る 。 また， C. A. Mason ちゃ ， D. W. Sretavan は視神経線維が 視神経交叉で contra へまた 

は ip 寸 へと segregation するときの growth cone の振舞いをリアルタ ， イム で可視化 レた 。 

もう一つは組織 片 また ほ サスペ 礼ジ，イ した細胞の移植実験や 胚操作㌍分子 メヵ ニズムを間接   
の 胚で細胞移植を 行っ 辞 0,Zebrafish の脊髄運動神経を 一つだげ取り 円じそ ，ソ 位置をずらして 移 

植し， pathfindmng させると言う 話では移植部位に 関わらずオリジナルな "pathfinding をする 
  

という。 これは Gatchalian らの発表だ。     
すでに同定された 分子プロア ブ (NGF, Ⅰ NTP,receptor,cha ヰ ne Ⅱ、 ete) の組織局在や 分子の 
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細かいキャラクタ 一などについての 話はたくさんあ りすぎて見るのが 疲れた。 。 そして疲れるわり 

に 憶 面白いとは感じなかった。 レトロウイルスで 不死化したニュ 一戸 ソやグリ ヤの話はすでにど 

この部位 Q どの時期の細胞といった 具合いに各論に 入っていた。   

さて私はと言えば 二日目の午前中にポスタ 一の発表を行った。 今年の春広島での 発生生物学会 

i の データに新しいものを 加えたものだ。 色々な人が来たのだが ，いかんせん 名前が覚えなれない 

のと， 50% 位しか意志疎通ができないので 突っ込んだ話ができず 残俳だ。 ただ私が「 etinotectal 

projection について多くを 学んだ CroSSland 氏が丁寧に私の 話を聞いてくれたのが 感激だつた。 

お勉強の話はきりがないのでこの 位にしておこう。 。 学会の間いくつかの パ - ティがあ りその 一 

つに潜り込んだ。 最初はびびっていたがビ - ルと音楽のおかげで 幾人かの人と 話が出来たのは ， i 

大収獲だ。 ヱヮト けの 硯 蓋の位置特異性を 調べているというので 名前を聞いてみる・とマックスプ 

ラソ ク 研究所のタオル タふ だった。 「 ePulSlVe な 分子の他に att 「 actlVe な メカニズムはないの 

かと，しつこく 聞いたら彼はいやがって 話をしてくれなくなった。 Brainsegmentati0n では知 

る人 ぞ しる Kyne$ がいたので何とか 話をしたかったが ，周辺の ガ - ドが 堅くてどうしても 折づ 

げなかった。 パ - ティの最後に 握手だげした 時彼は，おまえとは 話をしなかったな ， ど僕咋 いっ 

たので若い東洋人がいることには 気が付いてくれたらしい。 チェコスロ ゲキア からボス ドク でア 

メリカにぎている ゾ シャ ソは 甲虫の話を，シアトルの 大 ，学院生テイ ム は シき ウジョウ バェ の CN 

S を器官培養する 話を聞かせてくれた。 こちらは緊張もせず 色々話せた。 昼間のセッシ コ ソより 

も面白かったのはビ - ルのおかげだろうか ヮ 

かくして初めての United States はあ っ という間に終わってしまった。 これがちょっとした 

breakthrough になるかどうかは ，今のところ 解らないが，そうなって 欲しいと私自身 願ゃてい 

る 。       
く 書評 ノ   
    宇宙植物学の 課題   

      
( 背汗 編 ， 199[@ 年 ，学会出版 セソ タコ 邸 0 ぺージ， 2,060 円 ), 

  

  ス 連やアメリカ ， ョ - ロヅパ よりおくれたとはいえ ， 1991 年の スペ - スシャトルを 利用した 字 

宙 実験や 1998 年頃 を目標にした 宇宙基地建設計画など ，我国でも宇宙環境下で 生命科学の本格的 

実験の行える 環境が徐々に 整いつつあ る ; このような状況を 反映して宇宙環境をいろいろに シ ; 

ュレ Ⅱ 卜 した地上実験も 最近急速に増えているが ，・中でも 水浸法 や苗 ずゆ法， 。 ュ ， 二軸 クリノス 

名ット，を 用いた方法など 微小重力環境を シ ; ュ レイトした実験が 多い。 これらの結果と 宇宙実験 

でなければ不可能な 長時間の微小重力環境下での 結果とが同じかどうか 興味のあ るところであ る 

が ，このよろな 研究 凌 通して 動 ; 植物の重力反応の 機構の詳細が 明らかになるものと 期待される。 

この ょう な宇宙実験の 機運の高まりの 中にあ って本書は主に 植物の重力反応について ，目下 こ， 

0 分野で活躍中の 4 人の研究者により 各自の研究 テ由マ を中心に執筆されたものであ る。 第 1, 章 
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では 単細胞藻類の 重力走性，藻類， 鮮 苔類， シダ 類の重力屈性および 藻類， 建 苔類， シダ 類の背 

旗性など主に 下等植物の重力反応が 広く取り上げられている。 第 Ⅱ章では高等植物の 重力屈性に 

ついて突然変異種による 研究を中心に 多くの文献を 引用しながら 述べられている。 第 Ⅲ章では 将 

来 宇宙農園で栽培される 可能性の高い 禾本科草本の 特徴であ る葉枕の重力屈性について 記されて 

いる。 第 N 章では高等植物の 根の重力屈性を 中心にその情報伝達の 機構が，動物のぺプチ ド糸 ホ 

ルモ ソ の情報伝達機構を 考慮しながら 記されている。 上記 よ り明らかなよ う に本書の内容は 表題 

の 「宇宙植物学の 課題」よりは 副題の「植物の 重力反応」にふさわしいものとなっている。   

宇宙で行われた 実験についてより 詳しく知りたい 方は本書の編者らによって 先に出版された 

「宇宙船の植物学」 ( 学会出版センタ -) を合せて読まれることをお 勧めする。 これら二つの 書に 

より，重力屈性研究の 内外の状況とソ 連，アメリカ ， ョ一 p " パ などで行われた 宇宙実験のこの 

分野での成果のあ らましが理解できるものと 思われる。 その意味で植物の 重力反応の研究を 志ざ 

す学徒やこの 分野の研究の 現状を理解しようとする 方々にとって 本書は必読の 書であ ると 届 け。 

最後に一言付け 加えるならば ，ソ連ではこの 分野の研究がかなり 行われていると 想われるが情報 

入手不可能な 面が多く，本書においてもソ 連の研究について 十分言及されているとはいいがたい 

こと，また我国に 限定した場合でも ，本書には取り 上げられていないが 微小重力環境を シ，ュ レ 

イトした実験で 細胞レベルやサブセルレベルで 興味あ る知見も種々得られているので ，この点に 

ついては最近の 宇宙生物科学会誌などを 参考にされることをお 勧めする。 

( 静岡県立大・ 教養・生物 三好 泰博 ) 

  
く 書 評 ノ 

T Ⅲ s  S 円 e  Up. 

(Robert  Wall 著 ， 19g(M 午 ， Cambridge  University  Press, 436 ぺージ ) 

「これらが上ですよ」という 意味の面白い 名前の書物であ るが，「動物の 初期発生の空間的な 

決定」古い う 副題が付けてあ り，球形や精円形の 動物の卵は単なる 回転対称型の 均一な空間では 

なく上下，前後，左右のあ る「ここが上ですよ」とはっきり 言 う ことのできる 特別な 軸 構造をも 

つものであ ることを説いている。 その意味で本書は 古典的ではあ るが現代発生学の 中心課題にま 

っ すぐに 向 げられたものであ り， 御 ～読をお勧めしたい。 

本のつくりは 索引まで入れて 436 ぺ ー ジとかなり ぶ 厚いが， ぅ すみどりのハードカバ - の 美し 

い本で，値段も 8110.00 とまあ まあ とい 5 ところであ ろうか，この 単行本 は 実は上記の出版社か 

ら 出されている Devel0pmentaland  cell  biology  senes  (Barlow  ら 編集 )  のなかの第 24 番目 

のものであ って ， 同 シリ @  ズ では筆者の知るものとして 既刊のものに A.  McLaren  著 Mam 一 

malian  cMmaeras,J.M.W.Slack  著 Fr0m  egg  to  embry0: deter ㎞ native  events  in  eany 

development などがあ る。 さっと見たところ Slack の著書を想い 出させるような ，初期発生全 

般にわたる 形 づくりの現象としくみの 解説 嘗 めようにみえるが ，一段と詳しく 現代的な意味での 
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卵の中の極性と 軸 ( したがって胚における 空間的 " ターソの根源 ) 形成のしくみが 述べられてお 

り，発生の初期過程の 解説書として ，特徴のあ るものであ ると感じられる。 そして，各章では 主 

な内容を現わすために ，はじめにその 章の内容をもっともよく 調べられている 材料をとりあ げて 

説明し，その 後他の動物材料の 説明に移ってゆくという 手法がとられている。 そこで，この 本を 

構成する各章の 内容をごく 短 かく述べると 次のようであ る。 

まず第 1 章では，卵形成のできごとがアフリカ ツ メガ エ ルおよび昆虫の 例を引いて，前者でほ 

母性成分が卵母細胞内部で ，後者ではナース 細胞から作られ 供給されることなどから 話が始めら 

れる。 そして，特に シ " ウジ " ウバヱ においては母性 mRNA の空間的配置が 後の発生の軸を 決 

めることがやや 詳しく説いてあ る。 第 2 章では，卵細胞質の 極性と細胞質の 物質の不均一な 分布 とが受精に体なう 極性の確立との 関連においてゼブラフィッシュ ，巻貝， ウ ホヤ，カエルな 

どを例として 述べてあ る。 第 3 章，第 4 章ではいわゆる チ セ ソ 卵割をする動物の 卵およびそうで 

ない卵について 卵のモザイク 性 と調節性についての 解説があ る。 ここではほとんどあ らゆる生物 

種の卵が取り 挙げられる。 そして，次には 卵割によって 生じた割球間の 細胞間相互作用が ，まず 

ウニ卵について ( 第 5 章 ), 次にそれ以外の 動物の卵 E ついて ( 第 6 章 ), 述べてあ る。 それから 

第 7 章では両生類の 嚢胚形成を例にして 動きまわる細胞群の 間の相互作用が ，また第 8 章ではそ 

の他の動物の 嚢胚について 解説され，第 9 葦では部分的な 卵割をする動物，たとえばイカ ，サカ 

ナ あ るいは ト りについて，その 胚葉の形成の 経過がやや オ - ソドック ス なタッチで描かれている。 

そして最後の 第 10 章でほ，これらの 経過から卵の 発生におけるモザイク 性と調節性についての 全 

般 的な考察があ り， Davidson と Britten (1971) の調節卵 と モザイク卵の 遺伝子発現の 調節様 

式に関するモデルなどが 考察されている。 そこでの基本は ，遺伝子発現に 対し調節的に 働らく 

mRNA やタノ バク質の卵内部での 分布が重要であ るということであ る。 

以 - ヒ ごく簡単に紹介したが ，この本はこれから 発生分化の研究を 行な 5 人々にとって ，チャレ 

ソジ すべ き 多くの研究の 糸があ ることを熱心に 語りかける，よいイソトロダクショ ソ ( もしくは 

ややアドバンストコ - ス ) の テキストであ るといえる。   

( 東京大・ 理 ・動物・分子発生 塩川 光一郎 ) 

事務局より 

●イギリスの TheCompany ofBiologists Ltd. ( 以下 The Company) と日本発生生物学会 

との間で，日本発生生物学会の 会員に限って The Company の出版物を割り 引きで購入できる 

ようにする交渉がなされてぎました。 今回，その第一弾として ， The Company の出版している 

月刊誌であ る「 BioEssays 」がイギリス 発生生物学会会員に 適用されている 割引価格で購入でき 

る ょ 5 になりました。 これは通常の 個人購入価格が 年間 44 ポンドであ るものを，年間 37 ポンドに 

割り引くというものです。 この場合には 購入した書籍を 図書館に渡さないという 書類 ( 注文書の 

中に サ イソする欄があ ります ) に サイ ソする必要があ ります。 またこの「 moEssays 」 ほ 日本で 
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は紀 / 國 屋書店が代理店をしており ， 紀 / 国 庫 書店を通すとこの 価格の覚に手数料が 必要となり 

ます。 その点から， TheCompany はイギリスの TheCompany と購入契約を 直接にすること 

を勧めています ， ( 航空便でイギリスから 直送されます ) 。 この場合は，手数料は 不要になりま 

す 。 興味のあ る方は次ぺ ー ジの注文書と 共に，「自分は 日本発生生物学会の 会員であ り， The 

Company と日本発生生物学会との 契約により自分には 割引価格が適用されるはずであ る」とい 

う手紙を The Company にお送り下さい。 また The Company から発行されている 学術雑誌 

「 Development 」に関しても ，日本の代理店と 契約更新を行 う ときには，日本発生生物学会の 会 

員には割引価格で 提供できるような 契約に改あ るっもりであ るとの意志が TheCompany から 

表明されております。 ご 期待下さい。 参考のために「 BioEssays 」のⅠ 990 年の 8 月号の目次を 以 

下 に掲載します。 

  

  

REVIEWS     

Cell-cell adhesion  molecules  in  D ⅠⅠ ヰコノ 05 サ ク 「 i 年 Ⅰ 升グ はあ コノ Chi,Hung  Siu  。 : 357 

Telomeres,@ telomerase@ and@senescence@ by@ Carol@ W ・ Greider       363 

From@ cell@ membrane@ to@ nucleotides:@ The@phosphate@ regulon@ in@ Escherichia@ coli 

あ ノ AnnamaHa  Torriani 37 Ⅰ 

At》he ， crossroads of developmental ， genetics・ The cloning 。 of 。 the classical 

mouse@ T@ locus@ by@ Lee@ M ， Silver 3 打 

S@100@protein@ and@ Down@ Syndrome@by@ Alexander@Marks@and ， Robert ・ Allore 38I 

FEATURES 

Ⅱ『 ん at  t ん lg  P Ⅰ タ ers  Sa ク :   

Position  effects, methylation  and  inherited  epigenetlc  states  ひノ Adam 

S ， Wilkins 385 

A@ membrane@ receptor@ kinase@ that velopment  in  B ク ci 棚ぴ S  6 ぴ百れ i5 

みノ Jeffry  B.Stock 387 

Prob 鹿れ s  a れ切 Pa グ 44iS 招 s: 

Traction@ and@ the@formation@ of@ mesenchymal@ condensations@ in@vivo   
みノ Jonathan  B.L.Bard  。   389 

Roots: 

A@ case@ of 、 sickle ， cell@ anemia:@ A ， commentary@ by@ Vernon@ M ， 、 Ingram     397 

BOOK@ REVIEWS   

Am Ⅰ 移 als  by  R.M.Alexander  ( 「 evIewed  by  M.T Ⅴ ells) 

T グ のれ 騨竹 ク % みグ 切れ g  Sag の ぱ Ⅳ 1%9, Ⅰ 舛サ Ⅰ 0C8 「 7 後 7 ほ な Me5sg れ 94 年 S  ぬれ 初ア招 タリ Cdfz0 れ S ブ 0 グ     

一一 ]0  - 一 



Dr ぴ g  D6 ひ 裾 0 力肋 りん edited  by  S.R.Nahorski  ( 「 eviewed  by  C.W.Tayl0 「 ) 401 

BioChronicle Inside@ back@ cover 

  

Som, せ FOrtt 百 hcCom 而サム rt あ I ㏄   

Yeast@ as@ a@model@ system@ for@understanding@ the@ control@ of@ DNA@ replication@in 

eukaryotes@ by@ Rachel@ C ． Bartlett@ and@ Paul@ Nurse   

From@ the@ structure@ to@ the@ function@ of@villin:@An@actin ， binding@protein@of@the@brush 

borde てみノ Daniel  Louva Ⅰ d 

Mismatch@ repair@ in@ mammalian@ cells@ by@ Louise@ A ． Heywood@ and@ Julian@ P ， Burke 

Cholinesterases@preceding@major@tracts@in@vertebrate@neurogenesis@by@Paul@ G ， Layer 

Cellua Ⅱ and  genetic  Ⅰ eSp0nses  士 o  mesode 戸 m  induction  in  Ⅹを れ 0 タぴ S  みク NichoIas 

D.Hopw00d 

Two ， way@ signalling@through@the@LFA-1@ lymphocyte@ adhesion@ receptor@by@ Michael 

L,Dus 億 n 

Transvection@and@long@distance@gene@regulation@by@Vincenzo@pirrotta 

Multiple@mechanisms@ in@the@regulation@ of@ ethanol ， inducible@ cytochrome@P450@by 

Denn 憶 R.Koop 

X.linked  gene  expression  and  sex  determination  in  Cae れ ior 乃 移 ろガ 4fis  elega れ 5  色 ノ 

Phillip@ M ． Meneely 

Integrins@and@tumor@invasion@by@ Shoukat@Dedhar 

Evolution@ of@ immunoglobulin@ genes@ by@ Barbara@ Osborne 

The  cystic  fib 戸 0sis  ge 奇 e  みノ Jack  Ri0 戸 dan 

Analysis ， of@ ， gene@   function@ in@ mammalian@ development@ by@ targetted@ gene 

replacement@ by@ ;Alexandra@ L ． Joyner@ and@ Janet@ Rossant 

MoleculaI  biology  of  chemotaxis  in  Agro み 0octen Ⅰワイ 解取 C. H, Shaw   

Ⅱ BRA Ⅰ V 俺 N ち Ⅰ T ⅠⅠ 0N 百 L ネ U 甘 SCR@ Ⅲ OH 
usA わ口 拍 Ⅰ m 吋 ofW 目 td: 口 ㍉Ⅱ 
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事務局より ( つづき ) 

●前号のサーキュラ 一発行時 よ り現在までに ，以下の会員の 方から DGD 基金へ 御 寄付を頂きま 

した。 厚くお礼申し 上げるとともに ，お名前をここに 記して感謝致します。 しかしまだ予算とし 

て計上した額に 達しないのが 現状です。 どうか引き続き DGD 基金に 御 寄付頂きますよ う， よろ 

しくお願い致します。 ( 巻末の振替用紙をご 活用下さい ) 。 

言 」 

DGD 基金 御 寄付者氏名 ( アイウェ オ順 ，敬称略， 12 月 4 日現在 )   

司 ，唐沢容子，久保田 宏，同本 新 ，田中 徹哉 ， 

正木 茂夫，松田 素子，矢崎 育子，安堵 郁夫 

●第 24 回大会の期日の 決定の遅れなどのために ，サーキュラ 一の発行が遅れたことをお 詫び致し 

ます。 本号は 1990 年 12 月号ではあ りますが，本号が 発行されるのは 1991 年 1 月になること。 を考慮 

して，裏 表紙の会長名，電話番号などほ ， 1991 年 1 月 1 日付のものと 致しました。 重ねて発行の 

遅れをお詫びするとともに : その点ご注意下さるよ 5 お願い致します。 

公募のお知らせ 
  

第 8 回 成浅 海外出張援助の 募集について 

  
成茂 科学器械研究所寄付金に よ る海外出 帳 ，旅費援助については 1984 年の運営委員会で ， 

1. 寄付金の使途 : 日本発生生物学会会員が ，国際学会出席などを 含めた，発生生物学の 国 

際交流を深める 目的で外国出張する 場合の旅費の 補助にあ てる。 

2. 補助金の額 : 1 名 25 万円とし，年間約月 件蜂 補助金を支給する。   
要書類を日本発生生物学会事務局を 経て会長に提出する。 

・ 4. 必要書類 : 海外出張を予定する 会員の所属・ 氏名，出張の 目的，出張場所，出張 期 
間を記入すること。 なお推薦 状 ，相手方の招待状などを 添付しても良い。 

5.  審 査 : 提出された書類につき ，通常 1 月および 5 月に開かれる 運営委員会で 審 

査し，候補者を 決める。 通例，半年毎に 1 名を決定するが ，同時に 2 名 が 候補者となることができる。 採択された場合は 本人に通知し ，   イ ソフ 

ォメーシ。 ソ サーキュラ一に 掲載する。 
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日本学術会議だより ん・ 18   

    め " 。 。 ' 海 "   一 。 軌 。 母 "   
  翻 れ 。 。 乾 "      牡 。 乾 。 乾 " め 。 桟 " 一 。 翻 " 。 。 、 棚 " 翻 。 一 " 
第 l5 期日本学術会議会員の 選出について フローチヤート》 

日本学術会議ては ，現化， 第 15 期会員 ( 任期 : 平成 3 年 

7 円 22 日から 3 年間 ) を選出するための 手続きか進められ 

ている。 

先般．最初の 手続きとして・ 6 月末日を締切期限に ，各 

学術研究団体からの 登録申請の受付が 行われた。 今回申請 

のあ った団体数は・ 942 団体であ った。 

今後引き続き 行われる手続きとその 日程の概 

おりてあ る。 

< 平成 2 ヰ ・ ) 
  9 月Ⅱ ニ @llj ・ l                     登録審査結果の 通知   関連研究連絡委員会 ( 注 ) について 

の 意見聴取 

  H1 同 30 日 まで，…‥関連研究連絡委員会の 指定 

  12 月ユ :4l@                          金貝の候補者の 選定及び推薦人の 指   
切 り 

  3 月 20 日まで…… 会 其の候補者の 資格の甜足手の 通知 
  3 円 丁 ・ 旬                         推薦 人 に会議開催等の 通知発送 

  4 月 20 日まで・…‥ く 候補者関係 ) 異議の申出に 付する 決 

疋 
  5 円中旬から 
6 H Ⅱ     句 まで…推薦入会議 ( 金貝灰 ひ補 八の会 H と 

して推薦すべき 者を決定 ) 、   
  6 )j+@iJ                         H 本学術会議を 経由して六 % 総理大 港 指定された関連研究連絡委員会により 区分 

臣へ椎弗 された学術研究領域ごとに 行われる ( 下記の 

  7 月 22 日                         め ， IB 期日本学術会議会 貝の Ⅱ． 命 (,@.) を 参照 ) 

㎝． ) 蜘辿 研究地絡蚕具 合 : 学術研究団体かその 目的とす 

る学術研究の 領域と関 辿 する研究 辿 % 安貝金として ， 

届け出た研究 辿絡 委員会。 届け出た 閃辿 研究地絡 蚕 H 

金か世数あ るときは， 日本 半術会藤 会長は。 濫飲， y お， w.r 
研究団体の意見を 聴いて関連研究連絡委員会を 指定 

( 限定 ) する。 

登鉗 学術研究Ⅲ体は・ ㌔ 足 された 関辿 研究連絡 

褒 H 会によ り 区分された i 究の領域ごとに・ 会員 

の 候補哲及び何月人を 届 ことになる。 

一 ;14  一 



平成 3 年 (l99l 年 ) 度 共同主催国際 

本会議は・昭和 28 年以降，学術関係国際会 諦 
研究団体と共同主催してきたが・ 平成 3 年 (1991 年 ) 度に 
は，次の 6 国際会諜を開催することが ， 6 月 19H の閣議で 

了解された。 ( か ンコ内は・各国際会議の 開催期間と開催地 ) 
◆第 21 回国際農業経済学会議 

( 平成 3 年 8 月 22 日 -29 日・東京都 @  , 
共催団体 : 日本農業経済学会 外 4 学会 

◆国際医 m 物理・生体工学会議 ( 第 16 回国際医用生体工学 
i 会議・第 9 回国 牡 医学物理会 曄 @  。 

( 平成 3 年 7 月 7 日 -12 日，京都市 ) 

    共催団体 : ( 社 ) 日本工 ム ・イニ学会 外 1 学会 

Ⅰ国際純正・ 応用化学連合 1991 国際分析科学会 謂 

( 平成 3 年 8 月 25 日 -31 日・千葉市 ) 

  ．共催団体Ⅱ 社 ) 日 ．本分析化学会 
◆第 22 回国際シミュレーション & ゲーミンク学会総会 
( 平成 3 年 7 月 1R 日 -19 日・京都市 ) 
共催団体 : 日本シミュレーション & ゲーミング学会 
◆一般相対論に 関する第 6 回マーセルグロスマン 会議 

  ( 平成 3 年 6 月 23 日 一 29 日，京都市 )   
。 共催団体 ;( 蕉 ) 日本物理学会 
  ◆第 22 回国際動物行動学会議 

( 平成 3 年 8 月 22 日 -29 日・京都市 ) 
共催団体 : 日本動物行動学会 

第 卜部報告 ァ 科学技術庁大型放射光施設建設 
。 計画について ( 要旨 ), 。 

， ( 平成 2 年 5 月 25 日・第 755 回運営審議会承認 ) 

  予算規模約一千億といわれる 科学技術庁大型放射光施設 

が実施段階に 入った。 このような大型施設の 順調な建設・ 

稼働後の有効利用いたあ には・研究者・ 技術者 あ 努力はも   
を 中心として発展してきたのであ るが。 その経験と成果は 
今回の大型計画においても 活用され。 さらに発展せられる   
  の 必要性を指摘した。 第 4 部は・今回の 科学技術庁の 大型 

放射光施設の 建設及び共同利用がその 重要な具体例 て 。 あ る 

と判断し，物理学・ 結晶学・生物物理学姉研究連結安見合 

香具 長 より日本学術会議全長あ ての申入れにもとついて 本 
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( 平成 2 年 5 月 25 日第 755 回避 営 審議会承認 ) 
我が国においては ，基礎科学の 振興が叫ばれながら・ 大 

学等の研究環境の 改善は長 い坦皿り 残されたままであ る。 

日本学術会議化学研究連絡委員会の 調査によると・ 我が 

国の大学における 化学関係の学科の 研究実験室のスペース 

を研究者一人当たりにした 場合．欧米の 大学と比べて 2 分 

の 1 から 3 分の 1 の広さに過ぎず・ 実験台や戸棚などの 山 

める面租を勘定に 入れると・実質的には 3 分の 1 から 4 分 

01 のスペースしかな い距度 の 狭隈 さであ る。 

各種の危険を 伴 う 化学実験の安全性を 確保するためには・ 

大学寺の研究実験のスペースを 抜本的に改善することが 他 

村に必要であ り・差し当たり 現在の面積を 倍 哨 する必要が 

あ る。 

日本学術会議主催公開講演会開催のお 知らせ 

本会議では， このたび．次の 2 つの公開講演会を 開催い 

たします。 是非・ 多数の方々の 向来場をお憶いします。 

@  公開講演会「高度技術と 市民生活」 

Ⅰ日 時 : 平成 2 年 10 月 13 日㈹ 13 時 30 分一 17 時 

Ⅰ会 場 : 兵庫県社町神社センタ 一大木一ル   
( 兵庫県加東邦社町 社 26 番地 @  。 

0 演題と講演者 

①「高齢化社会と 高度技術」 

原 博道美 ( 第て 部会員・床束逓信病院院長 ) 

②「消費生活と 高度技術 コ 

正田 彬 ( 第 2 部会員・上智大学教授 )   

③「地域 拡興 と人間主導型高度技術」 

竹内 啓 ( 第 3 部会員，東京大学教授Ⅰ 

Ⅱ 公開講演会「資源エネルギーと 地球環境に関する 展望」 

の日時 : 平成 2 年 10 同 30 日㈹ 13 時 -j7 時 
の会 場 : 日本学術会議講堂 。   

( 東京都港区六本木 7 一 22 一 34)   
( 地下鉄「千代田線」乃木坂駅下車徒が 1 分 ) 

ゆ 演題と講演者 
①「人間と環境」   

。 @ 。 大島 康行 ( 第 4 部会員・早稲田大学教授 ) 

②「エネ、 ルギー資源 コ 

石井 古徳 ( 第 5 部会員・東京大学教授 ) 

③「エネルギーと 経済問題」 

制 武 保夫 ( 第 3 部会 員 ・立正大学教授 ) 

④「エネルギーと C02 れ 策 」 
上 玄圃 親佐 ( 第 5 部会同， 技 市大学教授 ) 

力 向講演 全 とも，入場無料です。 

1 問い合わせ先 ] 

日本学術会議事務局庶務課「公開講演会供」 
電話 03-403-6291  内線 227, 228 

日常双書の刊行案内 

日本学術会那の 総会並びに主催公開 構油 会の記録を中心 

に 柵集 された次の日 半 双書が刊行されました。 

・ 目 半双書 N0 7 「地球環境問題 J 
。 耳学双書 N08 「人間は地球とともに。 生きられるか」 

[ 問い合わせ先 ]   
(%  @  日本学術協力財団 ( 電話 03-4 ぬ -978 目     
〒 106 束京都地区西麻布 3-24-20. 

交通安全教育センタービル 内 

でお寄せください。 
〒   106 束京都港区六本木 7 一 22 一 34 
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「創薬基礎科学研究の 推進に   

ついて ( 勧告 ) 」を採択 

平成 2 年 11 月 日本学術会議広報委員会 

日本学術会話は ， 去る 10 貝打日から 19 日まで，第 110 回総会を開催しました。 今回の日本学術会 講 ぜよりでは・その 帝会 
で 採択された勧告等を 中心に，同総会の 議事内容等についてお 知らせします。 

日本学術会議第Ⅱ 0 回 総会報告 
日本学術会議第 110 回総会 ( 第 14 期・第 6 回 ) は，平成 

2 年 10 月 17 一 19 日の 3 日間開催された。 

1  総会第 1 日目の冒頭に ， 先に逝去された・ 持 永 淑 会員 
( 第 35D) 及び大谷茂盛会員 ( 第 5 部 ) を追悼して 黙 禧を 
捧げた。 続いて，会長からの 経過報告・各部・ 委員会報告 

の後，内規改正，勧告・ 村外報告の 3 案件の提案説明が 行 
われた。 これらの案件については・ 同日の午後の 各部会で 
の審議を経た 上で・第 2 日目の午前中に 審議・採択された。 
2  今回総会で採択された 事項は次のとおりであ る。 

(1) 日本学術会議の 運営の細則に 関する内規の 一部改正 
本件は ， ①来年春の第 14 期最後の総会が 5 月 ( 通常は 4 
月 ) 開催になったことに 伴い， 「副会長世話担当研究連絡 

委員会の運営に 閲する総会決定」の 適用期間を ， 1 か 月間 
延長するとともに ，②第 14 期限りの措置として ，地球 圏一 

生物圏国際協同研究計画 (IGBP) の フ オローアップ 組織とし 
て ・地理学研究連絡委員会に「 IGBP 専門委員会」を 設置す 
るために・関係各部等の 研究連絡委員会委員定数について 
必要な処理を 行ったものであ る。 

(2) 創薬基礎科学研究の 推進について ( 勧告 ) 
本件は・薬科学系の 3 研究連絡委員会と 薬理学研究連絡 

委員会が従来からの 検討結果を勧告 案 として取りまとめ ， 
第 7 部提案として・ 今回総会に付議したものであ る ( この 

勧告の詳細は ，別掲参照 九 この勧告は・ 同日午後直ちに 内 

閣 総理大臣に提出され ，関係省庁に 送付された。 

(3) 第 6 常置委員会報告 一 外国人研究者・ 大学院留学生母 
入れに関する 問題点と改善の 方策について 一 

本件は・第 6 常置委員会が ，今期の重要課題の 一つとし 

て 審議を重ねてきた 結果を「対覚報告」として 取りまとめ 
たものを，外部に 発表することについて 承認したものであ 

る ( この報告の詳細は・ 別掲参照 ) 。 
3  以上の諸報告及び 提案審議のほかに ，特に・近藤会長 
から，前回総会で 討議された南アフリカ 共和国科学者の 我 

が 国人国をめぐる 諸問題については ，その後・外務省と 折 

衝 した結果・ ビザ発給手続きの 合理化措置が 講じられ・ 国 
際 学術連合会議 (ICSU) の理解が得られたとの 報告があ っ 
た 。 また，提案事項採決後行われた 自由討議では ，大学等 

高等教育関係予算拡充問題・ 遺伝子操作に 関する法規制間 
題 等について意見交換が 行われた。 

4  第 2 日目午後には・ 「特別委員会審議状況報告に 基づ 
く 意見交換Ⅱが 開催された ( この意見交換の 詳細は・別掲 
参照 ) 。 また・第 3 日目の午前中には 各特別委員会が ，午後 

には各常置委員会がそれぞれ 開催された。 

創薬基礎科学研究の 推進に 
ついて ( 勧告 ) 

( 勧告本文 ) 
優れた医薬の 創製すなわち 創薬の研究は ，空前の老齢化 
社会を目前にして ，健やかな長寿を 目指す健康社全実現の 
ため， さらには国際的立場から 地球上の全人類の 福祉に貢 

献 するため・我が 国にとって大きな 意味を持つもの て 。 あ る。 

特に ， 多くの成人病・ 老年病，またエイズやいわぬる 難病等 
ほ ついての的確な 予防薬・治療菜の 創製が待望されている。 

しかしながら ，これらの疾患に 対する優れた 医薬の創製は 

世界的にみて・ 医薬創製のよ り どころとなるべき 基礎理論・ 
研究技術の発展が 十分でむいため 遅々として進んでいない。 

とりわけ我が 国は先進国の 一角を占めているとはいえ ， 

大学，企業・ 公的研究機関共に・ひとつの 疾患の予防・ 治 

療に変革をもたらし 得るほどの画期的医薬創製の 実績に乏 
しく，国の内外から 研究態勢の遅れが 指摘されている。 と 

はいえ，最近のバイオサィ ェ ンス分野の急速な 展開と・ 我 
か国 科学者のこの 方面での活躍の 実績をみるならば ，学際 

的な創薬基礎科学研究の 推進を図り，これによって 人類の 

福祉向上に貢献することは ，現下の我が 国にとって緊要の 

課題であ る。 
このため， 早角 、 に創薬基礎科学研究の 推進組織を設け・ 

これを核とした 強力かつ広範な 研究態勢の確立を 図るべき 
であ る。 これに当たっては ，医薬の創製における 倫理の尊 

重を基本理俳とし・ 生体機構及び 病態の解析研究とそれに 
基づいた独創的，画期的医薬の 創製を指向する 分子設計 立 
びに薬効・安全性評価の 基礎理論の樹立，さらに 薬効・ 安 
金性の測定技術・ ヒト の病態のシミュレーション 技術等， 

各種の新技術の 開発研究を特に 重視すべきであ る。 
この研究推進組織の 設置には，関係省庁か 関与すると共 

に，地方自治体，大学及び 民間の参画を 可能とし， また・ 
関連科学各分野の 学際的なネットワークを 構築するなど 多 

次元的な協力と 交流による研究の 推進を図るため ，格段の 
効果的措置を 講じ得る形態とすべきであ る。 

日本学術会議は。 創薬基礎科学研究の 推進を図るため・ 
上記の趣旨に 基づいて必要な 施策を速やかに ，講ずるよう 勧 

告する。 
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第 6 常置委員会報告 一 外国人研究者・ 
大学院留学生受入れに 関する問題点と 
改善の方策について 一 ( 要旨 ) 

( 平成 2 年 10 同 18 日 第 Hlo 回 総会承認 ) 
外国人研究者・ 大学院留学生の 受入れを促進する ぅ えで   

言語・研究環境・ 外国人研究者の 任用，大学院留学生の 学 
位，外国人研究者・ 大学院留学生の 選考が問題になる。 

日本語能力は 研究の対象とする 学問分野や研究課題との 
関係が留意されねばならない。 分野によっては・ 日本語 能 
力は 日常生活に必要なもので 足り，研究のためには 英語の 

能力が必須であ る。 研究者の受入れに 当たり，その 研究に 

耐え得る日本語又は 英語の能力を 備えているかを 十分に審 
生 しておくことが ，研究を実りあ るものとするために 必要 

であ る。 
貧弱な研究設備のまま ， また十分な研究費を 持たないま 
まで外国人研究者を 受け入れる事は 受け入れた外国人研究 
者を失望させるだけでなく ， 日本人研究者の 研究を阻害す 

る 。 また劣悪な居住環境や ，事務局等の 対応組織の不備も・ 

外国人研究者の 研究活動を妨げる。 国は，研究環境を 整備 
することに対して 十分な予算措置を 講ずべきであ る。 

    我が国の大学における 外国人研究者の 任用は，その 道が 

開かれているとはいえ・まだ 十分でない。 外国人研究者の 

任用に関して 広く情報を提供する 機関の設置，あ るいは 大 

学 等において外国人研究者を 一定数受け入れる 体制の確立 

が 望まれる。 
大学院留学生の 博士学位の取得は ，帰国後の処過と 関係 
して問題となっている。 受入れ大学院において ，博士学位 

の 取得促進につき 一層の改善努力が 払われることが 期待さ 

れる。 
外国人研究者の 選考については・ 受入れ側が研究者の 素 
質をよく理解し 公正な基準によって 行うことが大切であ 

る。 大学院留学生については ，素質の多様化と 学生数の急 

増に伴い多くの 問題が生じており・その 選考方法に対し 抜 

本的改善が要望される。 

解剖学研究連絡委員会報告一日本における 
解剖学の教育と 研究 ( 現状の考察と 将来へ 
の展望 ) 一 ( 要旨 ) 

( 平成 2 年 9 月 21 日 第 758 回運営審議会承認 ) 

自然科学の急速な 発展に伴い・ 医学部・医科大学におけ 
る教育・研究・ 診療のすべての 分野に ， 大きな変化が 生じ 

た。 すなわち研究手法の 開発，研究機器の 発達により， 既 

総会中の「特別委員会審議状況報告に 
基づく意見交換」 

今回総会の第 2 日目の午後には ， 1 時から 4 時間にわた 

って「特別委員会審議状況報告に 基づく意見交換」が 行わ 
れた。 従来この時間帯には・ その時々の学術上の 重要課題 
を取り上げて ，会員による「自由討議」が 行われてきた。 

今回は・これに 代わり，第 14 期も 2 年余を経過し ， 余すと 
ころ 9 か 月足らずとなったこの 機会に・今期の 当初に決定 

された第 14 期活動計画において・ 「緊急に調査審議を 行っ 
て第 14 期中に適切な 形で報告・提言を 取りまとめるべき 課 
題 」ごとに設置された 各特別委員会から ，今までの審議状 

況を報告してもらい ，それに 甚 いて会員間の 意見交換を行 
って，各特別委員会の 今後の審議の 参考に供することにし 
たものであ る。 

1  まず最初に，医療技術と 社会に関する 特別委員会の 水 
越 治 委員長 ( 第 7 部 ) から・同委員会における「脳死をめ 
ぐる問題」に 関する審議の 経過を取りまとめた「中間まと 
め」について 報告がなされた 後， 「日本人の国民性に 根ざ 

した死の概念との 関わり」，「臓器移植を 必要とする患者と 

臓器提供者の 需給関係の問題」，「死の 認定基準のあ り方」， 
「双期の学術会議における 脳死問題に関する 審議状況との 

関係」等について 意見交換が行われた。 

2  次に・農業・ 農村問題特別委員会の 水間 豊 委員長 ( 第 
6 部 ) から，同委員会が 今後取りまとめることを 予定して 

いる「農業・ 農村のもつ今日的意義と 課題 ( 仮題 ) 」の概要 
について報告がなされた 後， 「他の先進諸国の 農業との比 

較の必要性」・「国内覚の 政治との関わり」・「世界の 食糧問 
題に対する日本農業の 果すべき役割」，「他産業を 絡めた農 
業・農村の振興策」等について 意見交換が行われた。 

3. 最後に，人間活動と 地球環境に関する 特別委員会の 古 

野正敏委員長 ( 第 4 部 ) から・同委員会が 現在取りまとめ 
せ 行っている「人間活動と 地球環境に関する 日本学術会議 

の見解 ( 案 ) 」について報告かなされた 後， 「地球環境教育 

の重要性」，「国際学術協力事業等国際的対応のあ り方」・「医 

学・保健問題との 関わり」。 「地球環境保全と 経済成長との 
関係」，「南北問題との 関わり」等について 意見交換が行わ 

れた。 

第 l5 期日本学術会議会員選出のための 
登録学術団体の 概況 
本会議では，現在第 15 期 ( 平成 3 ヰ 7 月 22 日一平成 6 年 
7 月 21 日 ) 会員 ( 定員 210 人 ) 選出のための 手続きが進め 

存の学問領域の 進歩に加えて ，新たな学問分野が 分化し 
教育内容は多様化すると 共に著しく増大した。 さらに人口 

の増加と高齢化，経済の 成長など種々の 社会的要因の 変化 
も複合されて・ 医学における 教育と研究の 重点と目標にも 
変化が生じた。 それらは，これまで 医学の基礎を 形成して 

来た伝統的な 講座に・ とりわけ強 い 影響を与え， その在り 

方について検討し ，改善をはかる 必要珪を生じさせた。 

本報告は，このような 状況を踏まえ ，我か国における 解 

剖学の教育と 研究について ，現状を考察し 今後の在り方 
に関する指針をまとめたものであ る。 報告では，解剖学の 

定義と使命・ 医学教育と研究における 解剖学・解剖学教室 

の 構成・解剖学者の 養成・医学部化教室及び 社会との関係 
などの，現状と 問題点 は ついて検討し 医学の変貌に 対処 

すべき改善の 方途を明らかにするど 共に，将来に 向けての 
展望が示唆された。 

られているが ，先般 6 月末日を締切期限として ，学術研究 
団体からの登録申請が 受け付けられた。 その後日本学術会 

議会員推薦管理会で 審査が行われ ，結果は次のとおりて。 あ 
った。 

学術研究団体の 登録申請の審査結果 
申請団体 数 ……………… 952 団体 
登録団体 数                                     915 団体 

Ⅹ日本学術会議会員推薦管理会か 登録した 915 団体名は， 
日本学術会議月報平成 2 年 12 月号に掲載されるので ，御 
参照願いたい。 

御意見・お問い 合わせ等があ りましたら，下記ま 
でお寄せください。 

  〒 106  東京都港区六本木 7-22-34 

日本学術会議広報委員会 電話 03(4036291 
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会 員 異 動 

  く 新入会員 ノ 

( 氏 名 ) て所 属 り ( 住 所 ) 

池中 一裕 大阪大・蛋白柳 〒 565 吹田市山田 丘 ㌻ 2 

成木 勝彦 京都大・ 医 ・産婦人科 〒 606 京都市左京区聖護院 
川原町 14 

長尾 慶和 雪 印 乳業㈱・受精卵 移 〒 柵 Ⅲ苫小牧市 植苗 119 

植研 

成田 正見 小野薬品工業㈱・ 福井 〒 913 福井県坂井郡三国町 

安全性 研   50 一 10 

東 真宏 東京大・医科研，実験 〒 108 港区白金台 4-f6-1 

動物 

大方香代子 横浜市金沢区能見台動物 東京工大 〒 236 〒 236 横浜市金沢区能見台 
ト 6 一 8 

寺田 隆資 広島大，生物生産 〒 724 東広島田西条 町 大字 
  

下見   

益田 佳織 国立予研・抗生物質・ 〒 141 品川 E 上大崎 2 Ⅱ 0 円 5 

生物 
㈱ 仲嶋 一鞭 大阪大・蛋白 研 ・機能 〒 565 次 m 南山田 丘 3 リ 

  
㈱饗庭 一博 筑波大・生物科学 〒 305 つくば市天王台 ト 1 Ⅱ 

㈱石川 智夫 筑波大，生物科学 〒 305 つくば市天王台 Ll Ⅱ 

宇都宮腔美 オリンパス光学工業㈱ 〒 192 八王子市久保山町 

  

( ①テーマ，②材料・ ) 

①大脳皮質形成の 分子機械 
②マウス 

① ヒト の体外受精 

②マウス 

① IVF-Tg の畜産への応用 

①受精と初期発生 

①細胞周期の 制御   

②ヒトデ 

①核移植 

②牛の卵 

①メダカの受精反応 

②メダカ 

①神経系の発生と 分化   

①有性的細胞融合に 関与 

する分子 

②細胞性粘菌 

①細胞融合関連分子の 解析 

②細胞性粘菌 
①発生学での 顕微鏡の応用 

第二開発部・ 開発 グ     2 一 3   
  
- フ   

宇佐見 誠 国立御諸・薬理・ 後世 〒 158 世田谷区上用賀 1-18-1 ①哺乳類の胚発生におけ   

代 影響 る成 。 長囲予の役割 

②ラット， マウス 

郭 新 彪 国立御諸・薬理・ 第三〒 158 世田谷区上用賀 1-lR-l ①発生におけるギャップ 
      結合の役割 

  ②ラット， マウス 

木 理化 〒 u3 文京 封窩ケ丘 2-34- は 
高橋純夫広島大・ ロ   ・．動物 T,730 広島市中区東千田町 ①下垂体前業 み B 胞の増殖 

1-1-89 と 分化 

② う " ト 

山下 正報 基生研 ・生殖 〒 444 岡崎市明大寺町 字 ①那成熟および 受精の分 

西郷 中 38 子機構 

② キソギョ ， フナ， コイ 
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会 員 異 動 

 
 
 
 

 
 
 
 

く 住所変更           
( 氏 名 ) 。 ，             @ 0 所 属 ) ( 住 所 ) 

中 @  光昭 高知人・， 理 ，。 生物。 ， トハ 土佐市宇佐町 井 の 尻 198   

西田                       日外人・ 農掛医 ・家畜生体機 252 藤沢市亀井野 1866 

〒 464 名古屋市千種区田代町鹿子殿 81 Ⅱ 159 ，鈴木純子㎞ 西塚恭章愛知 白木金品谷折 ガソセ ・ 研 ・病理第 豆 : 多摩 2 研 ・ 微生 〒 206 多摩市大山 6-11-10 
  物，衛生試験 

㈱飯尾 l 明生 墓 生所・。 形態形成，   〒 何 4 岡崎市明大寺町西郷 中 38     

渡辺                     ，雄略二木・ ， 理 ・生命科学 〒 67 川 2 姫路市書写 2167 

杉野 養生 高知人・ 理 ・生物 〒 780 高知市曙町 2 巧可 

田代・康介 東京大・ 理 ・動物。     〒 113 文京区本郷 ト 3 Ⅰ 

武田 洋幸 理研・。 ヂイブサィェソス 研究 セ 〒 305 つくば市高野台 か 1-1 

中西 康夫 大阪大・医療技術短大 〒 560 豊中市待兼山町 Ll 

浜崎 浩子 早稲田大・人間科学 所沢市姉ケ島 2 円 79H5   高槻市大学町 2 イ 

㈱三木清吏 厘立 精神神経 セ ・ 桐経研 〒 187 小平市小川東町 旺 Ll 

学官 林 朋之 ; 7 面 ヒ戊う : イ 。 フサイエ ソス 総合研・ 〒 416 富士市鮫島 2 Ⅱ 

      生 科学         
〒 730 広島市中区東千田町 ト 1 づ 9 古里勝利 、 広島大・ 暉 ・御物・形態 

隅田 寛 広島大・ 医 ・第一解剖 〒 734 広島市南区 霞 L2 づ 

三宅正史・ 神戸大・ 農 ・ 畜乏 ・家畜繁殖 〒 657 神戸市灘区大串台町 卜 1 

徳永智之 日本全 薬 工業㈱・中央研 〒㍾Ⅲ郡山市安積 町 笹川手 平 / 上 Ll 

㈲古川 和広 名古屋大， 理 。 生     〒 464 名古屋市千種区不老町 

㈱伊藤啓三 ・新技術事業団・ 古 。 プ 〒 300-26 つくば市東光 白 5 づ Ⅱ 

日本重化学工業㈱ 筑波研究所内 

㈱田嶋克史                                                               〒 981 仙台市青葉区柏木 2 づイ任 305 

木下 勉 t 広島大・ 理 ・動物・形態 〒 730 広島市中区東千田町「 -1-89,,: 。 
田伏 ・ 洋 ・ ゴ本 電気㈱・ 遮 魔所 

く 退 会 ノ   

杉浦靖夫 ( 如去 ),,  。 腕保 正義，坂口 文吾，太田博己， 加 
㈱ ア ・ ド " ソス 生命科学研究所 ( 賛助 )   
く 3 年以上 @ 。 会費滞納に よ り退会とする ノ 

上田正道，小谷枚目高野 純 ，高橋 敬，白青安昭，高岡邦夫，関口 豊三 ， 
  林 ， 茂生，，浜田 義雄，天野， 寿 Ⅰ中村 峯子 ，月頃 眞 理子，金井 昭夫，田尻 浩章， 

松岡秀平中尾啓子，杉山 伸 ，野村 創 ，久保田広 志 ，入江 伸吉 ，竹本佳弘， 

能瀬 。 聡直 ，阿部 道生 
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( 甘助 会員コ 

組織培養はパイレックス・ コ一 ニンバの岩城硝子㈱ 〒 100  千代田区丸の 内 3-2-3. 

TEL  03-3214-6221 

生物学・生態学洋書のことならヴリーン 洋吉㈱ 〒 211 川崎市幸区塚越 2-260 

TEL@ 044-533-0470 

㈱武田薬品工業中央研究所 〒 532 大阪市淀川区十姉本町針 17 づ 5 

TEL@ 06-300-6835 

試薬・機器の 御用命は名古屋片山化学㈱まで 〒 460  名古屋市中区丸の 内 3-11-14 
  

TEL@ 052-971-6531 

日製産業株式会社， 〒 453  名古屋市中村区 名駅 4-6-18 

( 名古屋ビル 内 ) 

T  E  L  052-583-58% 

バイオテクノロジ 二で未来をひらく㈱パイオ 科学研究所 

〒 990  山形市城西町 5-34-5 

TEL  0236-44-5030 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・増反 館 〒 102  千代田区九段南 4-3-12 

T  E  L  03-3262-5256 

腕木理化 〒 113  文京区内 ケ丘 2 ヰ非 12 

TE L@ 03-3827-8151 

最良の選択ファルコソ 組織培養器具ベクトン・ディッキンソン・オ ー パーシー ズ Inc     

〒 107  港区赤坂 8-5-34  島藤 ビル 

TEL  03-3403-9991 

三菱化成生命科学研究所 〒 194 町田市南大谷 11 

TEL 0427-24-6226 

マウス・モノク 仁一ナル抗体 ( ア戸 抗体 ) は明治乳業㈱ 

試薬及び理化学機器販売理科研㈱ 

〒 104  中央区京橋 2-3-6 

T  E  L  03-3271-4333 

〒 463  名吉 尾市 守山 区元郷 2-107 

科学の技術に 奉仕する理工学 杜 

T  E  L  052-798-6151 

〒 113  文京区 本 駒込 5-9-10 

次代を担うバイオテクノロジ 一和 研藤 ㈱ 

T  E  L  03-928-5211 

〒 606  京都市左京区北白川西伊織 町 25 

T  E  L  075-721-0491 

( 鱒昔順 ) 
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  広告掲載のお 願い 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ， 

さまざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されてい 

る 学会であ り，国内外に 約 900 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Development, Growth and Differentiation は，日本発生生物学会の 機関誌 

で年 6 回発行し，国内に 約 1,000 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にはイソフォ 

メーシ " ソ ・サーキ，ラ ー を年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等， 是 

非 ご 協力頂きますよ 5 お願い致します。 

広 告 料 

DGD 本誌 1 頁 年 6 回 150 ， 000 円 

牛黄 
  
  78,000 円 

イソ フ オメーショ ソ ・ 1  X 年 -3 回 20,000 円 

サーキュラ 一 半 頁     12,000 円 

申し込み 先 : 日本発生生物学会 

〒 113 東京都文京区本郷 7 一 3 一 1 

東京大学理学部動物学教室内 

                                                                                                    切 ‥‥。 ‥・ り ‥‥‥‥・ 取 ‥‥‥‥・ り ‥‥‥‥・ 線                                                                                                 

広告申し込み 審 ・ 

年 月 日 

日本発生生物学会 御中 

広告の掲載をお 願いしたく下記の 通り申し込みます。 

口 DGD 本誌 1 頁 

口   半頁 

ロ サーキ，ラー 1 頁 

口   半頁 

所 佳 
会社名 

担当者名 
電話番号 

⑳ 
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賛助会員次のご 入会のお願い 

同本発生生物学会，       

    会 長。 江 ・ ゴ 吾 朗 

  
追行，ラ イ アサ ィニソス，バ ・ ィす 。 テ各ソ， P ジ戸篭 。 空言 揮が   
日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかる 時 

外国の発生学者を 混じえて約 900 名を結集しております。 発生学は ， 言うまでもなく 医学・農学   
等の諸分野とも 深い関連を有しており ，最近とみに 進展の考しい 遺伝情報発現化 め                                     
癌細胞の基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学者の 大きな関心の 的になっております。 日本 発 

  

生生物学会はⅡ 甲 れらの分野での 活発 捧 研究者を会員としております。 又 ，本学会の刊行致して 

おります欧文 鼓 "Development,Growth  and  Differe 叫 ltiation"  (DGD)  もこの方面の 国際的学 
術 雑誌と・ し % 高く評価されております。 

貴社におかれましては ，この ょう な学問の重要性をすでに 御 承知のことと 存じます。 何卒， 本 

学会趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 木会を 御 支援賜ります よう 御願 い 申し上げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行さやる「 ィ                   メーション ・ サ 「 ，干 スラー」誌上に 特記され， 
本 会の刊行する 欧 ・和文刊行物 ( 全員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口二万円を 申し 

受けております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局までお 送り下さい。 
  

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 

〒 113 東京都文京区本郷 T 叫ぜ 「。 ユ 

東京大学理学部動物学教室内 

  線 切 @ 取 @ 
        

日本発生生物学会賛助会員入会申込書 

    
  年 月 @ ヒ ｜ 

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 
  

（     
  

円 ) 

住 所   

会社名   ⑳ 

担当者名 
電話番号 
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。 生物 
    
! 加熱冷却ユニット 口 恒温コンテナー 

初一ラー・ヒーターはチタン 製。 淡水はもちろん 海水や薬品 液 蓄冷 体の融解速度を 微妙にコントロールして 恒温を保つ小型の 
にも 使 m てきる高性能の 循環式小型加熱冷却装置てす。 恒温輸送用コンテナー てす 。 凍結したら困るあ らゆる物体の 低 

@ 形式トラー ヒ -1- 概略水量 価格 温 ての恒温輸送に 威力を発押します。 商用電源、 大型ハッ テリ 

HC061A-3@ 65H@ 300W@ 120@ 1@ @196,000 一 を使用しないの て 可動性に富みとこても 

HCl01A-8 100 Ⅱ 3o0H l6o l Y20 ア『 ooo 形式 : CTC 421 
rtC131A-5@ 130H@500H@ 260@ 1@ @220,000 外形寸法 : 407X1g8XH298 
HC201A-5@ 200W@500W@ 360@ 1@ @237,000 庫内寸法 : 246X122XH200 
HC301A-5@ 300W@500H@ 670@ 1@ @298,000   コソ 印ラーザゾ舛 設定、 ヂゾ タル表示 

HC401A-5@ 400W@ 500H@ 1000@ 1@ @335,000 価格 : v78,900 ( 蓄冷体 -15 。 C 付 ) 

口 温度コントローラー * 恒温ボックス 

湿度を精度良く 一定に保っことかできます。 循環ボン プ などの 四面全面加熱冷却の 新方式による 高性能の桓温ボックス。 庫内 

使用に便利な 予備コンセント 付き。 警報付きなど 各種あ ります。 は精度よく一定温度に 保たれ霜が付かず 乾燥しません。 
形式 :CTA 452-1 廻 外形寸法 W700XD460XH440 

槽内寸法り 380XH350 

温度範囲 :10-40 。 C 形式 設定方式 湿度指示温度目盛 制御方式 価 格 冷凍機 :65H ヒータテ 100H 
TA200 米 アナロバ なし -50- 50 。 C 比例式 ￥ 26,000 蛍光灯 :32W タイマー :24h 

TA2O1-S アナロク   全指示 0 - 50 。 C 上ヒ例式 典 8,000 価格 : ￥ 350 ， 000 

TD202 T 笘 300-S シく デシタル アナロ ク ， 偏差指示 なし 0-99.g 0@  SO 。 。 C C 比例式 三位置 @29,000 @37,000 Ⅰポータフルインキュベーター 
TA301-S アナロバ全指示 0-SO 。 C 三位置 ￥ 44.000 小型軽量、 持ち運びが容易です 

TD302-S TD303-S デシタル デジタル 偏差指示 全指示 0-99.g 0 ～ 99.g 。 。 C C 三位置 三位置 @48,000 @58,000 たれます。 (0 。 C) から高温 冷凍機とヒーター (40 。 C) ま 
注 ) 沖浪抵抗体と 併せてこ使用下さい。 てきます。 電源は交流・ 直流 両 

  釆印は サーミスター 側 担体 担 ， 800( 空気用 ) 窩 ， 000( 水門 )  外 ての使用の他研究室内 て 利用 
無 m 『 ほ 白金側 温体 シース材質 SUS304 Y7,900  Tl れ 2.000  透明蓋付もあ ります。 

形式 田 TH 305 

Ⅰ低温恒温循環水槽 外形 吋 ， 法 631X360XH373 

実験台上でも 使用てきるように 極めてコンパクトにまとめた 低 槽内寸法 350X280XH260 
温 恒温循環水槽てす。 水温は低温から 高温までを任意に 設定す 価格 卍 187,000(12V 用 ) 
ることができます。 外部循環機能をそなえておりますの て 恒温 

水槽のほか、 カラムの冷却、 保温 Ⅰ水生生物環境調節装置 
形式 :CT 6 目 300-S 各種の魚介類が 飼育てきます。 各機器は ユニヴト 形式を採用・ 

点検管理か容易です。 水槽、 加熱冷却ユニット、 温度コントロ     水仕様です 0   

外形寸法 :W420XD330X 冊 40 i l ガラス木杭 
2 打鉄哉架台 

槽内寸法 イ 153xH187 $ クーパーフロ - 接甘 
冷凍機 :65W   フイルター 

ヒーター 田 00W 5 箱 現 ポンプ 
K 加熱冷却ユニ ツト 

呼格Ⅳ 250,000   温度コントローラー l 
8 % 水甘 

寸 温度勾配装置 ( ウォーダーバス ) 9 水柱排水 
    フィルター排水 

温度調節水槽 は それぞれ独自の 温度に設定 マ きます。     
粘度の高い桓温が 得られます。 温度の設定はデシタル 式。 形 式 水 i8  1- う - トター lS ロ 格 

掠 とう装置付きもあ ります。 ARA@ 9 ， 5-101A-5@ 900x500X450@ 100H@ 500W@ @459,000 

形式・ TGW-% 三連 )/TGH-60 市 連 ) ARA@ 9.6-131A-5@ 900X600x600@ 130H@ 500W@ @663,000 

ARA12 ， 5-131A-5@ 1,200x500X500@ 130W@ 500W@ Y678,000   
f @ 。 用 度 温度範囲・ 調節精度・ 0-50 土 0.05- 。 C 士 0 ・ l 。 C ARA12 ， 6-201A-5@ 1,200x600X600@ 200H@ 500H@ @858,000 

棺内 Ⅰ   法 150X260X150X ぴ X6 ARA15 ， 6-301A-10@ 1,500X600X600@ 300H@ 1 ， OOOW@ @1,005,000 

港凍機 ． 200 Ⅳ 300W ARA15.7-401A-10@ 1,500x750X750@ 400H@ 1 ， OOOH@ @1,297,000   

ヒーター :g0WX Ⅰ /X6 ARA18.6-301A-10@ 1,800x600X600@ 300W@ 1.OOOH@ @1,107,000   
価格下 620.000/ ￥ 780,000   ARAl8 ， 7-401A-10@ 1,81,10X750X750@400H@l ・ OOOW@ Yl ，， 475,000         
やク 7  株式会 *T  〒 141  東京都品川 E 西五反田二丁目 110-8 TEL・ FAX・ 
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永年にわたりご 信頼を い ただ い ている 

ュ、 ソスイ の組織培養用培地を 

Ⅰ eady 一十 O 一 USe でお 届 Ⅰ / します。   

㊥ " 、 乱語鯛亨鷹   ， " 
お 問 い合わせは む 03(9]8)8l71( 直通 ) 

▲上記以外の 培地および各種粉末培地のバルク 供給などについても、 ご % 嵌 をお受けいたします。 上記へお問い 合わせ T さし㌔ 
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N  K  武生物研究用機器 

NK 式 色気低温桓温 器 ( 送風循環型 ) NK 式 プロバラム電気低温恒温 器 ( 送風循環型 ) 
高拍度 普及型 四季の温度がプロバラムで 自在に再現できます ソ 
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Ⅰ
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 。 一 "     

 
 

N K 武人工気象韓 
櫃物の育成、 小動物 ( 昆虫 ) 飼育の本格派 ソ 

型式 LH-l ㎝ LPH Ⅱ 00LH-l ㏄ 

仕牡 一 Rn 型 一 RD 型 -RDP 型   
温 度 +5 で +10 Ⅰ +5 Ⅰ 
梅 田 -45 せ - 巧 Ⅰ - め Ⅰ 

プ
ロ
グ
ノ
 

付
 
ム
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円
 
6
6
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3
 

洪
庄
 
7
 

は
 

皮
の
み
 

万
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 朔 七の他いろいろな ク イ ブ があ りタす。 

  

NK 式 プレハブ な 気低温恒温 桂 
組立、 移設、 増設が思 い のまま ソ 

画 
● 1 Ⅲ型 +5 で - 何 せ 
何 %  1 坪 1,190.000 円 
より 各租 

● LP 型 十 18 色 -45 せ 

価格 1 坪 1,290.000 円 
より杏仁 
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NK 式 クリーンベンチ ( 垂直居 流型 ) NK 式 クリーンベンチ ( 垂直居 流 両面型 ) 
無菌作業の能率アップに ソ 

NKB 一 VS 一 850 NKB 一 VW 一 850 

@780,000 @1.200,000 
  

NKB-VS 一 13 ㏄ NKB 一 VW 一 1300 

Ⅰ㏄ 0 ， 000 @1,500,000 
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低温水棲生物の 生理実験用装置。 極寒冷地の植物性・ 動物性プランクト 
ン， ウニ， ヒトデ，ベントス 等に最適。 水槽・温度調節装置・ 照明装置 

を 装備。 6 樽分離独立。 温度制御範囲は 一 5 で 一 +30 。 c 。 照明装置 ( ク 

一ル レイランプ，熱線吸収ガラス 使用。 高 照度 30,000 円 X 。 照度，照明 

時間の自由設定可能。 

卵稚仔 温度反応試験装置 
水生生物の卵・ 稚 仔の環境温度に 対する反応研究用に 最適の装置。 

試験管 88 本により環境温度勾配を 広範囲に一定保持。 実験対象の各 

部位置温度を 時間経過に 従 かって記録。 照度も自由に 選べる照明渠 

置 。 小型多点温度記録装置が 特長です。 

卵稚仔 温度反応試験装置用馴致装置 
卵稚仔 温度反応試験装置 (TG ll 一 8) の馴致用装置。 本 装置は 6 槽 

に 分離独立。 水槽ごとに温度設定が 可能。 各槽 -, との試験管挿入 可 

能 。 卵稚 仔を反応装置 (TGl@-8) に入れる 前 準備に、 また分類作業 
に 最適。 温度制御は正確・ 広範囲に温度設定が 可能。     

フランクトン 培養装置 
動植物性プランクトンの 海水培養用装置。 幼魚・稚魚等の 飼育も可 
能 。 2 ポリエチレン 円形 2 重水槽。 外側 槽によ る温度制御。 制御 範 

囲 5 一 35 。 C 。 ヒーター・クーラー 自動切換 式 。 照明装置は高出力 蛍 

酸素補給・水質維持装置付。 
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酸素電極による 呼吸測定装置 
( 溶存酸素に よ る呼吸測定装置 )   
S 一 1  溶存酸素測定装置 

記録計 
工 mV ～ l OV 
フルスケール 全幅移動可能 
400K の～無限大 ( レンジによる ) 
25Omm 幅 
6 段変速 ( 標準最少 2. 5mm/m 土 n) 
AC1 0 0V@ 5 0H7. 

） 口 
ム 

森 信哉 理ィヒ学 器械株式 喬社 
〒 1 12 東京都文京区後楽 2 - 2i - エ 4 
TEL@ (03)@ 81@ 5@ -@ 3066( ㌍ 
FAX@ (03)@ 815 -3231 
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あ らゆるぽ先ク 辮 ，対応で老多様なツス 舛 。 
あ 察から撮影まで 可能な限り自動化を 実現   

 
 

  

 
 

全自動写真撮影装置を 内蔵 。 今ま 

でにな l 多様なシステ 対 おと操作性で 

画像 m8 市 % 分光測光などの 将来的研 

究昌一 ズ にも充分対応。 電動 6 ケ穴レ 

ボ ルバ 二 lX 一 m00x まで完全ケー 

ラー照明・写真撮影レンズ 4 種類内 

蔵 、 老 ノ レム面と同じ 像が観察できる 一 

眼レフ式 フ パンダ 二 視野 数 26.5 か 

の超広視野など 随所に最先端の / ； 

ユズム が生きてⅠ せす 。 しかも、 35mm2 

台十人 版 1 台 +TV カメラ 1 台計 4 台 

を同時装着ずきる 3-WAY カメラ。 鮮 

明な像を観察、 確実に記録できます。 

Ⅰ 憶劫 6 ケ穴レボ ルバー●対物レンズに 連劫 
した照明系の 切換えは 碑光 ・Ⅱ 口絞小 視野 

紋 りを 自劫 完了Ⅰ 低 倍率の ビ ント合わせ●カ 

メラ選択Ⅰ袖形レンズの 切換えなどを 自前代 

( マニュアル操作も 可 ) 

●寸功 6 ケ穴 レポルバー● ND フィルター ll 段 
階切換えによる 自白 朋光 ◆ポタンによるカメラ 

選択●は 形 レンズ 4 胆力 宙 ( ターレット切換だ 

未知をひ パ 光学技術 

オリンパス光学工業株式会社 
オリ ンバス販売株式会社 

ほ 台代理店 

( 株 ) 三光 オ 1 り刀 t ス 

    
カタログ・バンフレット 住のご甘木 は 〒 l01 離京 邨 千代 ml 区沖 m 小川町 2-1- Ⅰ 立坊 030z92 一 3UK(@) 
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より、 既存の デ   ンシトメーターて     解析していた 電気泳動パターンはもちろん、 従来ては困難てあ ったり、 

 
 

長時間必要ずあ ぷた 電気 捧 

    
モ ノ キュラータイナミツクス 布     Tnn0A は、 電気泳動 
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核酸・タンパク 質など様々な 泳動が可能です。 

Ⅰ学生の実習用など 教材としても 最適。 
米 部品の別売もしております。   
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SUver@Stain@ KANTO 

気 泳動用銀染色キット 
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シルパースティン KANTO は、 現像が緩やかにすすむよ 

うに調製されています。 現像停止のポイントを 判断しや 

すく美しい染色 像 が得られます。 

oat ． No ． 57650@ Silver@Stain@ KANTO 
甘気泳動用銀染色キット・シルバーステイン KANTO 

スラブゲル (l40mmx  l40lnm Ⅹ l.omm)  25 枚 分 
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